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以上の様に県内3ケ　t

所において気象条件，

士凛条件をそれぞれ

異にする地域にあけ■

るてん菜の生育相を　3

新しい栽培技術の中

で検討したれ　大鹿

と森吉においては．

何れの栽培技術でも

増収の方向に大きく

進んでいるが．十和

田においては非常にⅠ

少なh．最も改良効

果の大きhのは森吉

＞大館＞十和田の頂

になっている．此の

ととは十和田は土壌

条件，気象条件とも

托厨も良好な地帯で

あわ生産量も例年4

十和田
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～5tの多収地帯である．

3図 各地域における収量

此の様な地帯においては改良技術も余少大きく期待さ

れなレ＝ものと考えらr・る・特に土壌改良の効果ができ

ないのは土壌中における有効態燐酸が8ヤ以上含んで

いるので・此の面では可成少肥沃化の進んでhる場所

と考えられる・又この地帯では餅種法の中で施肥よが

次第に増加の傾向にあわ・農家の慣行（N16【∫）の

場合の収量についてみると標準の72，日に止まってい

る・これは・この地帯でもNの多用は葉嘱を誘発し．

又地上部の過繁茂が根の肥大を抑制してhる証明とを

少得ると思われる・従って地帯別の耕標法を設定する

場合にはその地帯の気象条件．土凛条件を充分考慮し

て決定する必要があれ一般把低収地帯では．此のよ

うを改良技術で増収の可能性が非常に高hが．高収地

帯の改良技術は別の面から，例えば加の合理的利用方払

同化器官の維持等の方向へ．さらに初期生育の促進化

の方向へと進めるべきではをいかと考えられる．

て　ん　菜　収　穫　機　に　関　す　る　試験

津軽　承捷・戸次　英二・佐藤　勲

（青森県農試古間木支場）

1　ま　え　が　さ

てん菜栽培にお心て収陸作業は多くの労力を雲する

作業で，人力．畜力等によると全体の約30界にも及

び．この省力化は急務である．ここにクツピンク専門

のビートクツパーと．総合収穫機の一つであるビート

ハーベスターを供試して．その利用性について検討し

た．

2　試　験　方　法

1　供試機

（1）諸　元

A　ビートクツパー（佐々木式）

全　長‥・……106d■

全　膚……・り1065（旛

全　壬………　230■タ

駆動輪径……・347e■

フィラーホイール径……●　320d■

フィラーホイール幅……．1象le■

クツピンクナイフ恒……．3858■

B　ビートハーベスター（ピコン）

全　長…・＝‥　3908■

全　高・……・356m

全　席……‥　310e■

轍間距離……164蝕
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チッキング∵／ユー床さ……5－10虎

′レートエレベーターチエン間際・…‥5～58C謂

ケージグリル間傑‥‥・47e■

フィラーデスク幅…‥24．3は

タブ′ビングナイ　フ幅…＝2　7¢■

（21機：構

A　　ビートクツ■べ－

駆動輪によって回転されたフィラーホイールはビー

トの冠部をおさえ，その直下にセットしているナイフ

がクツビングを行なう機構である．なか，フィラーホ

イールはパラレルリンク機構になってお力．株の高低

に追随しえる構造を有している．

B　　ビートハーベスター

クツビングユニットによカ切断された茎冠部はリー

フエレベーターにユタウインドロクに集められ，根部

は1陸おいて次の藍でデッキンタシユクによ少掘取ら

れ．次のケージに入って土砂を落し・ルートエレベー

ターを伝って集められる機構である．

2　試験　条　件

（1）場所：青森県上北郡六戸町大曲

（21ほ場条件：土佐凛士，平坦地

（3）栽楯状腰，軽間53鴎－：扶間218伽

（41牽引トラクター

ビートクツパー…‥三菱R201（18pB）

ビートハーベスター…‥フォードノン（32p8）
デキスク

3　試　験　縮　果

1トップの度出高さと冠部高さについて，供試持

場の収穫時にかけるビートトップの露出高さと冠部高

さの関係は第1図の如くy…854Ⅹ＋11なる直線

的関係にあれ　冠部高さの約70年が3－6虎■の範囲

にある．

0
0
　
　
6
　
　
A
T
　
2

野
静
も
．
ナ
、
ひ
∂
・
川
）

l　◆ 6　810　12　嶋　16

鼻　出師高ぎくY．cm）

第　1　図

2　ビートクッパt

n）作業速度とフィラーホイールの追随性．株聞及

び高低の変異把より追随性は良好とは思われなかった．

又作美速度と切断不足の関係は第1表の如く半日然とし

なかった，

（2Iトラクターとフィラーホイールのスリップ

第1表の如くトラクタースリップが多く，フィラー

ホイールは滑ってhるようを状態になっているが．こ

れはフィラーホイールとナイ7のクリアランスに茎葉．

雑草，枯葉等の爽雑物がからみついてフィラーホイー

ルの回転が止ま少，ナイフが切断作用をしていないた

めである．この傾向は作業速度を早くすると強くなる．

第1表

R U N

フィラーホ

イーノレとナ

イフ勿珂猿

作業 速度

トラクター

スリツフ率

フィラーホ

イーノレス リ

ツフ畢

切 断

不足 率

1 2 5　％ 8 3 1 朋 34 4 第 －　 7 2雷 1邑8年

2 〝 8 5 1 3 4 5 －　 94 2 8 6

3 〝 1 0 1 3 2 1 一一1 3 6 1 8 3

4 〝 1 2 1 3 0 8 一・2 5 2 1 2

5 3 0 8 3 3 2 4 7 －　 6 5 1 7 7

6 ■ 8 5 0 2 5 4 －　 4 4 l a l

7 ■ 8 9 5 2 3 6 －　 78 1 8 8

8 ′ 10 8 2 a 2 －　 5 5 7 9

（3）作美能率は第2表のとお少である．

第2表

作業速度 正味作業時間 旋図時間 実作美時間 作業効率

85 1m／S 3 0 分1 1秒 3分2 4秒 3 3分3 6秒
　 雷
8 9 8

畿　ほ場区画及び面談　　75m×la3正目＝108

a　　ビートハーベスター

（1）クツビングユニットの追随牲

ビコンビ‾トハーベスターは切断厚さが一定のため，

平均の冠部高さによってフィラーホイールとナイフの

間際を決定しなければならない．作業速度とその追随

性は第3表の如く：作業速度が89Ⅰ刀／白。e位まで払

クツピンクユニットは露出高さに応じて上下し，比較

的一定に切断されているが．それよカも速度が早くな

ると浮上したよ　を状態になれ切断位置が高くなる．

そのため小株に極端を切断不足がみられる．

（2）掘取損失

第4表の如く据残しおよびエレベーターチエンとケー

ジグリル間勝からのもれで全体の約74鬱であった．を

か　機体からもれたものは小株で直径5伽以下である．

頼部の士朗増量は約3節で．この寺の手相少（約5≠）上身

も少なかった．
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R UN

フィラーホイ

ールとナイフ

の間靡

作業 速 度

トラクター

スリツ7率

切 断不足審

1 2 0　％ 8 54m ／／3 6 6節 9 9努

2 〝 8 96 9 8 124

3 〝 1 35 6 6 28 4

4 2 5　X 8 54 5 4 18 6

5 〝 8 9 1 5 0 11．2

6 〝 1 39 8 9 17 2

7 3 0　筈＿ 8 5 1 6 7 a G

8 〝 0 9 1 4 2 17 1

9 ■ 1 3 7 ．　 5 5 19 3

横重 堀残し
エL′チキー

タっから

のもれ

ケ一一うり’

リノ吻 らゝ
のもれ

全量 水洗重

　 砂

附着量

土 砂

的議率

365Eダ 88か L4 5且タ88 2且，鰍が 盟別且グ1，詑且ダ ユ3 界

92 6宙 22多 a6多 16節 100声

集作業速度　 895m ／唱

調査は20皿間堀取量

（3）作業能率は第5表のとお少である．

第　5　表

作美速度 正味作業時間 旋回時間 全作業時間
作業
効率

893m／S 3 2分1 5秒 1 1分2秒 4 3分1 7秒 7 45多

蒙佗場区画及び面積75Ⅰ】×la3m三二108（24嗟）

20lnについて調査し，108当力換算

4　む　　ナ　　ぴ

1度出高さと冠部高さとの関係はア亡854Ⅹ＋Ll

をる直線的関係にあるので，切断機構は株間．株の高

低．作薫速度等に対して上少高い追随性のあるものが望

まれる．又冠部は判定個体のうち約70第が3－6mの

範囲にあるのでフィラーホイールとナイフの間隙は．こ

の冠部の高さからフィラーホイー几のデスクが冠託にささ

る深さを差引いた幅に調節すべきである．

2　　ビートクツパー

前記の如くフィラーホイールとナイフの間際に茎葉．

雑草．枯葉等の爽雑物がからみつくと切断作用がなされ

ず，フィラーホイールの回転は止ま少．無理に引きづら

れるようになる．その結果牽引トラクターはスリップが

多1■なれ　余計を馬力を必要とする．又ビートは前方に

そのまま押し倒されたれ斜切少を生じた少する・このた

め間隙に爽雑物がからせないようを改良がぜひ必要であ

る．能率については．前記改良することによカ精度が高

められ．もつと速度を上げるならば能率は向上するであ

ろう．

a　　ビートハーベスター

ハーベスターの追随性は作業速度によ少影響を受け．

早くなると切断位置が高くなる傾向があるので，こ¢＝場

合フィラーホイールとナイフ間隙についても，その関係

を再検討しなければならをいが，概して作美速度を上げ

た場合には間隙を小さくするようけすべきと思われる・

据取損失は計74多で比較的多いが．エレベーターチエ

ンヤケージクリルの間際を小さくする改良によれ小株

も収容することが出来るであろう・作業能率は10a換

算であるが，これは陸間隔が不整－で．機械の畦間調整

が困難をため．20m間について測定したものを10a

換算した結果である．機械収穫には畦間整－が前提であ

れ　このため機械播種（2－3陸以上）が必要である・

（1963年11月6～14日実施）

馬鈴薯ウイ　ルス病病後の判定と品種間差異

第1報　　もR，g Tについて

土　井　健次郎・古　沢　典　夫

（岩手県農試）

1　ま　え　が　さ

ウイルス病は馬鈴薯に封いては極めて大きな問題で

あって，生理的特性と相侯って種箸の良否を決定する

要因とを少，このために原々種，原乱採種卸における

厳重な審査が必要になっている

岩手県では男爵薯及び農林1号が主体であるが．原採


